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生活環境影響調査（令和７年度 冬季調査） 

 

１．計画準備 

現地調査の実施にあたり、調査実施計画書を作成する。 

 

２．調査結果の整理 

現況把握のために次の調査を実施し、調査結果の整理を行う。なお、生活環境影響調査

項目の選定により、項目の追加または削除が発生した場合は、協議のうえ設計変更の対象

とする。 

 

（1） 大気汚染調査 

 

ア．環境大気質 

近傍の大気質測定局の測定結果を収集整理する。また、不足項目の補完及び大気質

測定局データとの整合性を検証するために、以下の現地調査を行う。 

①調査項目：二酸化窒素(NO2)、二酸化硫黄(SO2)、浮遊粒子状物質(SPM)、塩化水素 

(HCL)、ダイオキシン類(DXN)、水銀(Hg) 

②調査地点：計画地周辺又は最大着地濃度が想定される2地点とし、そのうち1地点は 

      美幌高校とする。 

③調査時期：暖房期の1回 7日間連続／回  

 

イ．地上気象 

近傍の気象観測所（測定項目：風向、風速、気温、湿度、日射量）の観測結果を収

集整理する。また、不足項目の補完及び気象観測所データとの整合性を検証するため

に、以下の現地調査を行う。 

①調査項目：風向、風速、気温、湿度、日射量、放射収支量 

②調査地点：計画地周辺の１地点 

③調査時期：暖房期の1回 7日間連続／回 

 

３．報告書作成 

    調査結果をとりまとめ報告書を作成する。提出する成果品は以下のとおり。 

     成果品（A4紙ファイル綴じ）  １部 

     電子成果           １部 

 

４．打合せ協議 

業務内容に係る打合せとして、着手時、完了時の計2回を実施する。 
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■生活環境影響調査項目 

 施設排水は下水道放流を予定していることから、調査予測項目に含めない。 

 

 


